
 
 
 
 

１０月１０日は目の愛護デーです。「目」のつく本を集めてみました。どんな「目」に会えるかな？ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水巻図書館 2023.10 月 

ウエカツの目からウロコの魚料理 
東京書籍  上田 勝彦/著 

魚のおもしろさやおいしさ、 

調理の基本にレシピの紹介まで、 

盛りだくさんの一冊です。 

見た目レンタルショップ 化けの皮 
小学館  石川 宏千花/著 

見た目を変えたい。様々な理由で 

店を訪れる人達の思いとは？ 

エヴァが目ざめるとき 
徳間書店  

 ピーター・ディッキンソン/作 

 唐沢 則幸/訳 

事故で昏睡状態に陥ったエヴァ。

目覚めた彼女は第２の人生を  

歩み始めます。 

目でみる漢字 
東京書籍   おかべ たかし/文 

          山出 高士/写真 

漢字にまつわる秘密や成り立ちが,

一目でわかる写真集です。 

目でみることばのずかん 
東京書籍   おかべ たかし/文 

          やまで たかし/写真 

ことばの由来、漢字の成り立ち等

を,写真で楽しく学べます。 

目でみることば(１) 
東京書籍   おかべ たかし/文 

          山出 高士/写真 

ことばの由来となったものを 

写真で紹介しています。 

目に涙がなければ魂に虹は見えない 
文芸社  小野 大介/著 

年老いたドラゴンと盲目の少年との 

交流を描く物語です。 

目をみはる伊藤若冲の『動植綵絵』 
小学館  伊藤 若冲/画 

        狩野 博幸/著 

色鮮やかな色彩と高い写実性。 

まさに目をみはる若冲の世界です。 

目玉の学校 
筑摩書房  赤瀬川 原平/著 

「見る」ことの不思議を、 

あらためて考える本です。 


